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日
本
で
最
初
に
人
間
ド
ッ
ク
を
開
設
さ
れ
、
今
年
十
月
で

満
一
〇
三
歳
を
迎
え
ら
れ
た
聖
路
加
国
際
病
院
名
誉
院
長
・

日
野
原
重
明
先
生
が
、
以
前
の
講
演
活
動
の
中
で
、
小
学
生

へ
向
け
た

｢

い
の
ち
の
授
業｣

が
あ
り
、
と
て
も
た
め
に
な

る
話
を
さ
れ
て
い
ま
す
▼
十
歳
ぐ
ら
い
の
子
ど
も
た
ち
に

｢

い
の
ち
っ
て
ど
こ
に
あ
る
と
思
う
？｣

と
問
い
か
け
る
と

ほ
と
ん
ど
の
子
が
心
臓
に
手
を
あ
て
る
そ
う
で
す
。
先
生
は

｢

心
臓
は
、
い
の
ち
を
保
つ
た
め
に
血
液
を
体
に
送
る
大
切

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
け
れ
ど
、
い
の
ち
そ
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
い
の
ち
は
見
え
な
い
し
、
さ
わ
れ
な
い
も
の｣

と
答
え
ま
す
▼
す
る
と
先
生
は
子
ど
も
た
ち
に

｢

時
間
は
見

え
る
？｣

と
尋
ね
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
戸
惑
い
ま
す
が
、

先
生
は
続
け
て

｢

昨
日
も
明
日
も
時
間
は
見
え
ま
せ
ん
。
で

も
今
日
、
寝
た
り
、
勉
強
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
の
は
、

き
み
た
ち
の
持
っ
て
い
る
時
間
を
使
っ
て
い
ま
す
ね
。
時
間

を
使
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
生
き
て
い
る
証
拠
。

つ
ま
り
時
間
の
中
に
い
の
ち
が
あ
る
の
で
す
。
い
の
ち

(

時

間)

は
空
気
と
お
な
じ
で
目
に
は
見
え
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ

を
実
感
し
、
自
分
の
い
の
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
他
人
の
い
の

ち
を
大
切
に
し
て
く
れ
た
ら
、
い
じ
め
や
け
ん
か
は
な
く
な

る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
将
来
は
、
そ
の
時
間

(

い
の
ち)

を

自
分
だ
け
の
た
め
に
使
う
の
で
は
な
く
、
家
族
や
友
達
な
ど

他
の
人
の
た
め
に
何
か
が
で
き
る
大
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い｣

と
語
り
か
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
▼
い
や
な
こ
と
は
自
分
で

引
き
受
け
、
良
い
こ
と
は
他
の
人
に
わ
か
ち
与
え
る
。
自
分

を
ひ
と
ま
ず
お
い
て
、
ま
ず
他
の
人
の
た
め
に
働
く
こ
と
を

説
い
て
い
ま
す
。
誰
も
が
も
っ
て
い
る
大
切
な
い
の
ち

(

時

間)

を
ど
う
使
え
ば
よ
い
の
か
、
し
っ
か
り
と
考
え
た
い
も

の
で
す
。

(

鈴
木
康
宏)
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伊
勢
の
神
宮
で
は
十
月
十
五

日
よ
り
十
七
日
に
か
け
て
、
今

年
収
穫
さ
れ
た
新
穀
を
天
照
大

御
神
に
捧
げ
、
一
年
間
の
御
守

護
と
五
穀
の
豊
穣
に
感
謝
す
る

年
間
最
大
の
祭
事
で
あ
る
、
神

嘗
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

神
宮
で
最
も
重
要
な
祭
儀
の

一
つ
と
さ
れ
る
こ
の
祭
典
が
盛

大
に
執
り
行
わ
れ
る
事
を
祝
い

寒
川
神
社
で
も
神
嘗
奉
祝
祭
が

厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
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十
月
十
五
日
、
全
国
か
ら
集

め
ら
れ
た
初
穂
を｢

お
木
曳
車｣

に
載
せ
て
神
宮
に
奉
納
す
る

｢

初
穂
曳｣

が
行
わ
れ
、
当
神

社
か
ら
も
総
代
長
を
始
め
三
名

が
参
加
奉
仕
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
約
二
千
名
が
揃
い

の
法
被
と
鉢
巻
を
身
に
纏
い

勇
ま
し
く
も
賑
や
か
に
伊
勢
の

町
を
練
り
歩
き
、
外
宮
へ
と
三

基
の
お
木
曳
車
を
運
び
入
れ
初

穂
を
奉
納
し
ま
し
た
。
ま
た

そ
の
夜
に
は
浄
暗
の
中
斎
行
さ

れ
た
神
嘗
祭
由
貴
大
御
饌
儀
を

奉
拝
し
ま
し
た
。
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十
月
十
五
日
・
十
六
日
の
両

日
に
わ
た
り
、
神
宮
の
外
宮

(

豊
受
大
神
宮)

に
て
行
わ
れ
ま

し
た
神
嘗
祭
に
ご
奉
仕
す
る
機

会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

外
宮
の
神
嘗
祭
は
、
十
五
日

の
午
後
十
時
に
行
わ
れ
る
由
貴

夕
大
御
饌
儀
、
翌
十
六
日
の
午

前
二
時
に
行
わ
れ
る
由
貴
朝
大

御
饌
儀
、
同
日
の
正
午
に
行
わ

れ
る
奉
幣
儀
、
同
日
の
午
後
六

時
に
行
わ
れ
る
御
神
楽
の
諸
儀

と
な
り
ま
す
。
ま
た
こ
れ
ら
の

祭
典
の
後
、
引
き
続
き
域
内
に

あ
る
別
宮
多
賀
宮
に
お
い
て
同

様
の
祭
典
が
行
わ
れ
ま
す
。

奉
仕
を
し
た
深
夜
の
祭
典
で

は
、
昨
年
遷
宮
が
行
わ
れ
た
正

殿
を
、
下
弦
の
月
明
か
り
が
浄

暗
の
中
に
白
く
浮
き
上
が
ら
せ

凛
と
し
た
空
気
の
中
で
粛
々
と

祭
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
真
摯

な
祈
り
の
祭
典
を
強
く
心
に
留

め
る
奉
仕
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
機
会
を
与
え
て
頂
き

ま
し
た
方
々
、
ま
た
御
指
導
下

さ
い
ま
し
た
神
宮
職
員
の
皆
様

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

外宮 奉幣 (神宮司廳 提供)
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本
年
の
豊
穣
と
勤
労
の
感
謝

を
神
に
捧
げ
る
新
嘗
祭
に
際
し

皆
様
方
の
報
恩
感
謝
の
真
心
を

御
神
前
に
お
取
り
次
ぎ
し
ま
す

新
米
・
酒
・
野
菜
・
果
物
・

花
・
菓
子
な
ど
の
奉
納
を
承
り

お
名
前
を
記
名
し
お
供
え
致
し

ま
す
。

尚
、
お
酒
の
奉
納(

奉
献
酒)

は
、
社
頭
に
て
一
升
二
千
円
に

て
、
お
受
け
す
る
事
も
で
き
ま

す
。
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内宮 由貴夕大御饌 (神宮司廳 提供)
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宮
山
町
内
の
氏
神
と
し
て
町

内
の
方
々
に
篤
く
崇
敬
さ
れ
て

い
る
末
社
宮
山
神
社
の
例
祭
が

九
月
二
十
九
日
、
多
く
の
氏
子

崇
敬
者
参
列
の
も
と
、
厳
粛
に

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

十
月
五
日
に
は
神
幸
祭
・
神

賑
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
一
日
中
雨
が
降
り
続

き
肌
寒
い
程
で
し
た
が
、
担
ぎ

手
の
意
気
は
揚
々
と
し
て
お
り

威
勢
よ
く
担
が
れ
た
神
輿
が
宮

山
町
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
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人
形
の
日｣

で
あ
る
十
月

十
五
日
、
人
形
感
謝
祭
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
雨
模
様
に
も
拘
わ
ら

ず
、
形
代
と
し
て
自
身
の
成
長

と
共
に
飾
ら
れ
て
き
た
雛
人
形

や
五
月
人
形
、
日
々
親
し
み

心
を
慰
め
ら
れ
た
ぬ
い
ぐ
る
み

等
、
多
く
の
人
形
が
納
め
ら
れ

役
割
を
終
え
、
焼
納
さ
れ
る
人

形
に
感
謝
の
念
が
捧
げ
ら
れ
ま

し
た
。
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十
月
二
十
日
、
寒
川
町
危
険

物
安
全
協
会
主
催
に
よ
る
第
三

十
六
回
自
衛
消
防
隊
消
火
技
術

大
会
が
、
さ
む
か
わ
中
央
公
園

に
て
開
催
さ
れ
、
寒
川
神
社
の

消
火
を
担
当
す
る
初
期
消
火
班

が
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に

出
場
し
ま
し
た
。

本
年
若
返
り
が
図
ら
れ
、
出

場
者
四
人
の
内
三
人
が
新
人
と
い

う
構
成
で
大
会
に
臨
み
ま
し
た

当
初
は
器
具
の
名
前
す
ら
間

違
え
る
隊
員
達
で
し
た
が
、
安

全
且
つ
安
定
し
た
操
法
が
出
来

る
様
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
研
鑽
に

励
み
ま
し
た
。

当
日
は
、
今
ま
で
で
一
番
と

も
思
わ
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
し
、
町
長
賞
に
入
選
す

る
と
共
に
、
二
人
が
個
人
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

今
後
も
い
ざ
と
い
う
時
、
力

が
発
揮
出
来
ま
す
よ
う
、
訓
練

に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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去
る
十
月
十
二
日
、
茅
ヶ
崎
・

寒
川
短
歌
会
に
よ
る
秋
の
短
歌

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
厚

木
市
の
清
水
紀
伊
氏
の
歌
が
一

之
宮
賞
に
選
出
さ
れ
、
賞
状
等

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
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清
水

紀
伊
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下

中
島
和
則

殿
外
六
六

六
七
、〇
〇
〇
円

根
岸(
上)

戸
田
久
夫

殿
外
三
九

四
六
、〇
〇
〇
円

根
岸(

中)
吉
見

信

殿
外

五

八
、〇
〇
〇
円

根
岸(

下)

石
井

進

殿
外
三
八

五
〇
、〇
〇
〇
円

オ
リ
ー
ブ
の
丘

岡
戸

龍

殿
外

二

一
〇
、〇
〇
〇
円

旭(

東)

杉
山
直
弘

殿
外
三
五

三
七
、〇
〇
〇
円

旭(

西)

佐
藤
廣
孝

殿
外
一
三

一
四
、〇
〇
〇
円

上
合

荒
川

誠

殿
外
二
三

二
四
、〇
〇
〇
円

中
里(

上)

石
黒

勉

殿
外
三
五

九
〇
、〇
〇
〇
円

中
里(

下)

福
岡
清
一

殿
外
三
五

六
八
、〇
〇
〇
円

中
里(

河
原)

�
林
靖
男

殿
外
二
三

三
〇
、〇
〇
〇
円

中
里(

サ
ザ
ン)

猪
原
和
泰

殿
外

五

七
、〇
〇
〇
円

馬
場

東

正
彦

殿
外
二
七

二
八
、〇
〇
〇
円

雷

亀
山
泰
雄

殿
外
二
一

二
二
、〇
〇
〇
円

宮
山
南

江
川
辰
夫

殿
外

九

二
〇
、〇
〇
〇
円

�
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火
の
見
下
清
田
光
男

殿
外

四

五
、〇
〇
〇
円

鳥
井
戸
２
森
口
恭
一

殿
外

九

一
〇
、〇
〇
〇
円

南
台
畑･

稲
荷
前

坂
井
正
子

殿
外

六

七
、〇
〇
〇
円

富
士
見
町
廣
田
峯
雄

殿
外

三

四
、〇
〇
〇
円

仲
町
１

入
澤
義
光

殿
外

四

五
、〇
〇
〇
円

下
河
原
１
田
川

淳

殿
一
、〇
〇
〇
円

西
町
１

牛
島
大
補

殿
外
一
七

一
八
、〇
〇
〇
円

西
町
２
Ｂ
谷
島
俊
郎

殿
一
、〇
〇
〇
円

新
道

平
岡
賢
太
郎

殿
外

三

四
、〇
〇
〇
円

鳥
井
戸
４
・
５

金
子

巌

殿
五
、〇
〇
〇
円

目
久
尻

福
田
圭
治

殿
三
、〇
〇
〇
円

�
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�

久
保
地

三
澤
末
廣

殿
外

五

一
六
、〇
〇
〇
円

仲
町

臼
井

英

殿
外

八

一
三
、〇
〇
〇
円

上
町

武
田

博

殿
三
、〇
〇
〇
円

仲
町
原

佐
藤
判
夫

殿
外

四

五
、〇
〇
〇
円

宿
１

木
村
俊
二

殿
外

七

八
、〇
〇
〇
円

宿
２

鳥
海
多
恵
子

殿
外
一
〇

一
一
、〇
〇
〇
円

宿
３

中
島
孝
志

殿
五
、〇
〇
〇
円

東
１

秋
元
隆
宏

殿
外

五

六
、〇
〇
〇
円

東
２

向
川

明

殿
外

一

二
、〇
〇
〇
円

東
３･

５
Ｂ

高
尾
行
一

殿

一
〇
、〇
〇
〇
円

小
町
屋
１
〜
３

�
橋

博

殿
外
一
八

二
〇
、〇
〇
〇
円

上
町
・
下
町
三
留
春
雄

殿
外

七

八
、〇
〇
〇
円

�
�
	


�

根
下

永
野
陸
郎

殿
外

五

一
二
、〇
〇
〇
円

中
町
原

井
上

清

殿
三
、〇
〇
〇
円

�
	


�

�

南

高
橋

進

殿
二
、〇
〇
〇
円

南
２

金
沢
純
一

殿
外

一

四
、〇
〇
〇
円

南
駅
前
通
三
堀

昇

殿
外

一

六
、〇
〇
〇
円

�
�

�
�

東
１

三
澤
敬
機

殿
外

三

四
、〇
〇
〇
円

西

松
井
博
之

殿
外

六

一
三
、〇
〇
〇
円

原
１

藤
井
喜
代
治

殿
外

七

一
五
、〇
〇
〇
円

�
�

�
�

入
町

栗
田

馨

殿
外

五

六
、〇
〇
〇
円

菅
谷
台

奥
津

肇

殿
外

九

一
五
、〇
〇
〇
円

�
�

�
�

大
村(

東
１)

久
保
田
輝
夫

殿
外
一
二

一
三
、〇
〇
〇
円

大
村(

西
１)

大
和
田
文
男

殿
外

六

一
三
、〇
〇
〇
円

大
村(

西
２)

中
澤
博
美

殿
外

六

一
四
、〇
〇
〇
円

才
戸(

南)

眞
鍋
精
司
郎

殿
外
七
〇

四
八
、五
〇
〇
円

才
戸(

東)

成
田
行
夫

殿
外

七

二
三
、〇
〇
〇
円

原(

南)

脇

治
政

殿
外
一
二

二
五
、〇
〇
〇
円

原(

北)

石
渡
恵
三

殿
外

八

一
一
、五
〇
〇
円

十
二
天(

北)

藤
澤
広
志

殿
外

六

八
、〇
〇
〇
円

十
二
天(

第
二)

小
西
理
夫

殿
二
、〇
〇
〇
円

新
町

有
馬
久
太
郎

殿
外

七

八
、〇
〇
〇
円

南
町

吉
川

弘

殿
外
一
二

一
六
、〇
〇
〇
円

西
町

磯
崎
広
美

殿
外
二
一

二
二
、〇
〇
〇
円

川
端(

東)

村
上
信
男

殿
外

一

六
、〇
〇
〇
円

川
端(

西)

亀
山
美
代
子

殿
外
一
五

一
六
、〇
〇
〇
円

桜
町(

上)

真
間
敏
幸

殿
外

四

六
、〇
〇
〇
円

桜
町(

中)

巣
籠
富
夫

殿
外

七

八
、〇
〇
〇
円

桜
町(

下)

荒
木
良
一

殿
外

四

五
、〇
〇
〇
円

�
�

�
�

鈴
木

烈

殿
外
四
三

四
四
、〇
〇
〇
円

�



�
�

東
町

近
藤
昭
雄

殿
外
一
五

一
八
、〇
〇
〇
円

西
町

杉
井
義
治

殿
外
三
四

三
五
、〇
〇
〇
円

南
町

梅
田
六
郎

殿
外
一
八

一
九
、五
〇
〇
円

宿
町

大
谷
光
昭

殿
外
二
五

二
六
、〇
〇
〇
円

神
之
倉

石
黒
忠
正

殿
外
一
八

一
九
、〇
〇
〇
円

�
�

�
�

市
川
幹
雄

殿
外
二
八

二
九
、〇
〇
〇
円

�
�

�
�

墨
東
寒
川
講
伊
藤
國
雄

殿
外

三

二
〇
、〇
〇
〇
円

寒
川
神
社
易
友
会

澤
津
壽
道

殿

一
〇
、〇
〇
〇
円

八
王
子
奉
仕
講

�
治
英
而

殿
外
一
八

五
二
、〇
〇
〇
円

�
�

�
�

九
九
、〇
〇
〇
円

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
 
!
"
�
#
$
�
%
&
'
�
(
)
*
+
,
-
.
/

"
�
#
0
�
.
+
�
�
�
 
1
�
	


2
3
"
�
4

5
6
7
+

�
�
�
8
9
:
;
<
=
>
?
@
!
A
B
*
+
,
-
.
+
�
C

��
��
��
��
��

��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
		




��



���	
���� さ が み ������

�
�
�
�
�
�

����
����

����
����

����
����

����
				






����

����
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
	
�
�
�
 
	
!
"
 
#
$
�
%
&
'
(
)
*
+
,

-
.
/
0
1

!
"
 
2
�
/
,
�
�
 
3
4
5
6
7
�
8
 
,
�
"
 
�

9
�
�
:
$
;
�
�
	
!
<
=
>
!
?
@
#
A
B
+
,
-
.
/

,
�
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入
澤
一
三

中
島
啓
介

前
田
隆
一

松
本
学

�
橋
竹
材
店

金
子

昭

大
川
静
男

横
溝
�
義

市
川
元
久

大
門

㈱
市
川

神
恵
苑

長
嶋
園

豊
月
堂

㈱
阿
部

㈱
青
葉

㈱
秋
江

㈱
木
内

㈱
�
田

生
長
園

㈱
藤
又

寒
川
病
院

東
木
材
㈱

露
木
生
花

戸
塚
米
店

㈱
イ
ソ
ダ

㈱
梅
屋
幸

寿
重
機
㈱

㈱
結
商
会

酒
井
米
男

人
の
森
㈱

河
西
工
業
㈱

瀧
川
園
茶
舗

㈲
鈴
野
農
機

㈱
オ
ー
カ
ワ

大
村
紙
業
㈱

㈱
湘
南
山
鉄

㈱
永
沢
興
業

㈱
カ
ナ
リ
ヤ

㈲
丸
井
紙
店

昭
和
興
産
㈱

㈲
青
木
商
事

青
山
大
寿
司

秋
山
商
事
㈱

㈱
北
岡
本
店

北
村
工
務
店

㈲
三
沢
米
店

山
一
工
業
㈱

㈲
寒
川
建
材

㈱
シ
ノ
ハ
ラ

㈱
ア
ー
ク
ル

川
本
工
業
㈱

㈱
コ
ー
メ
ー

百
崎
製
菓
㈱

㈲
田
中
写
真

中
沢
運
輸
㈱

㈱
サ
ン
ユ
ー

松
井
建
設
㈱

㈱
フ
ル
モ
ト

㈱
ヒ
ラ
ボ
ウ

㈲
平
成
工
業

熊
澤
酒
造
㈱

日
本
精
麦
㈱

丸
�
工
業
㈱

村
松
商
事
㈱

㈱
植
藤
造
園

安
藤
物
産
㈱

大
黒
屋
製
菓

藤
沢
紙
工
㈱

㈱
ア
ク
テ
ィ
オ

㈱
神
奈
川
中
宣

㈲
カ
ネ
ヤ
商
会

㈲
壁
島
工
務
店

㈲
喜
久
屋
酒
店

㈲
臼
井
青
果
店

㈱
金
庫
屋
商
店

㈱
工
房
え
む
ま

寒
川
町
商
工
会

ほ
り
む
ら
薬
品

下
里
自
動
車
㈱

湘
南
信
用
金
庫

㈱
鈴
木
製
餡
所

㈲
松
い
ち
食
品

㈱
中
島
鐵
工
所

㈱
山
上
工
務
店

㈱
ア
イ
ネ
ッ
ト

㈱
竹
中
工
務
店

㈱
落
雁
諸
江
屋

㈲
湘
南
ラ
イ
ン

㈱
内
野
不
動
産

㈲
寒
川
製
材
所

㈲
香
川
第
一
交
通

㈱
ウ
ス
イ
植
物
園

こ
み
ね
化
粧
品
店

㈲
さ
が
み
や
菓
舗

㈲
サ
ダ
コ
美
容
室

㈱
金
子
建
材
土
木

寒
川
町
観
光
協
会

㈲
古
山
看
板
塗
装

ヨ
シ
カ
ワ
洋
品
店

森
村
ケ
ミ
カ
ル
㈱

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

㈱
長
谷
川
製
作
所

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

と
ん
か
つ
水
龍
㈲

㈱
レ
ス
ポ
ア
ー
ル

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

綜
合
警
備
保
障
㈱

千
寿
会
き
く
の
郷

中
野
設
計
工
務
㈱

㈱
大
島
寅
次
郎
商
店

㈲
寒
川
公
衆
衛
生
社

㈱
ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

㈲
協
和
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

㈱
サ
ン
エ
ー
サ
ン
ク
ス

㈲
Ｆ
Ｌ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

ア
ズ
ビ
ル
㈱
湘
南
工
場

レ
ン
ゴ
ー
㈱
湘
南
工
場

㈱
横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店

㈱
ダ
イ
ワ
・
エ
ム
・
テ
ィ

㈲
ノ
ブ
・
リ
ラ
イ
ア
ブ
ル

㈲
ボ
デ
ー
シ
ョ
ッ
プ
浜
名

ス
リ
ー
エ
フ
寒
川
宮
山
店

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
厚
木

㈱
ヒ
ダ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス

㈱
竹
澤
古
典
建
築
設
計
事
務
所

㈱
グ
ラ
ン
ド
ラ
イ
ン
・
マ
ル
シ
ゲ

さ
が
み
農
業
協
同
組
合
寒
川
支
店

㈱
湘
南
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ブ
ラ
イ
ダ
ル

㈱
三
井
住
友
銀
行
藤
沢
法
人
営
業
部

旭
フ
ァ
イ
バ
ー
グ
ラ
ス
㈱
湘
南
工
場

㈱
ア
サ
ヒ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ズ
横
浜
支
店

㈱
ア
サ
ヒ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
一
之
宮
薬
局

コ
カ
・
コ
ー
ラ
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ
パ
ン
㈱

日
立
オ
ー
ト
モ
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
厚
木
事
業
所

㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
神
奈
川
西
支
店

(

順
不
同
・
敬
称
略)

平
成
二
十
七
乙
未
年
の
正
月
に
神
門
を
飾
る

｢

迎
春
神
話
ね
ぶ

た｣

の
下
絵
が
完
成
致
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
出
雲
神
話
よ
り
、｢

素
戔
嗚
尊

ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

の
八
岐
大
蛇

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ

退
治｣

の
物
語
を
主
題
に
し
、
本
場
青
森
の
ね
ぶ
た
師
、
北
村
蓮
明
氏
に

よ
り
製
作
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。こ

の
ね
ぶ
た
の
場
面
は
、
素

戔
嗚
尊
が
、
愛
し
い
奇
稲
田
姫

ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ

を
守
る
た
め
に
計
略
を
め
ぐ
ら

し
、
酒
を
飲
み
油
断
し
て
眠
り

に
つ
い
た
八
岐
大
蛇
を
、
勇
気

を
振
り
絞
り
打
ち
倒
そ
う
と
す

る
姿
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
参

拝
者
の
方
に
は
�
先
の
見
え
な

い
情
勢
で
も
、
智
恵
と
勇
気
を

持
ち
立
ち
向
か
え
ば
ど
ん
な
困

難
に
も
打
ち
勝
つ
事
が
出
来
る

そ
し
て
幸
せ
多
き
人
生
を
歩
ん

で
頂
き
た
い
�
と
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
素
戔
嗚
尊
は
厄
除
疫

病
除
の
神
様
と
し
て
崇
敬
さ
れ

て
お
り
、
ね
ぶ
た
を
く
ぐ
ら
れ

神
様
の
御
利
益
を
頂
き
、
厄
を

落
と
さ
れ
る
こ
と
で
、
健
康
な

一
年
を
送
ら
れ
る
よ
う
祈
念
も

致
し
て
お
り
ま
す
。

ね
ぶ
た
は
十
二
月
二
十
日
に

神
門
に
掲
げ
ら
れ
、
新
年
元
旦

午
前
零
時
に
点
灯
、
二
月
三
日

迄
神
門
を
飾
り
ま
す
。
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皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。

ら
れ
、
何
と
か
昨
年
並
み
の
収

穫
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
も
ち
米
は
今
月
二
十
三

日
の
新
嘗
祭
に
お
供
え
さ
れ

生
育
を
見
護
っ
て
下
さ
っ
た
神

様
に
、
収
穫
の
喜
び
と
感
謝
を

お
伝
え
す
る
と
共
に
、
翌
年
五

月
三
日
に
開
催
さ
れ
る
、
餅
つ

き
・
バ
ザ
ー
大
会
で
は
、
そ
の

米
で
餅
つ
き
を
行
い
、
活
動
資

金
の
一
部
と
し
て
活
用
さ
せ
て

頂
い
て
居
り
ま
す
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
寒
川
第
二

団
で
は
十
月
十
二
日
に
神
饌
田

の
稲
刈
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
年
は
収
穫
直
前
、
二
度
に

亘
り
猛
烈
な
台
風
に
見
舞
わ
れ

一
度
は
神
饌
田
全
面
が
池
と
見

間
違
え
る
よ
う
な
ほ
ど
水
に
浸

か
り
、
稲
が
流
さ
れ
る
な
ど
し

た
為
、
深
刻
な
影
響
が
懸
念
さ

れ
ま
し
た
が
、
丈
夫
に
耐
え
抜

い
た
稲
は
、
ス
カ
ウ
ト
達
の
頑

張
り
に
よ
り
順
調
に
刈
り
進
め

�
�

�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
青
少
年
活
動
だ
よ
り

秋
晴
れ
の
晴
天
に
恵
ま
れ
た

十
月
十
九
日

(
日)
、
館
生
五

十
名
の
参
加
を
得
て
、
秋
の
ハ

イ
キ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

神
社
参
拝
後
、
先
生
と
三
つ

の
約
束

(

①
全
員
無
事
帰
る
こ

と
②
全
員
で
楽
し
む
こ
と
③
課

題
を
実
行
す
る
こ
と)

を
交
わ

し
て
バ
ス
に
乗
り
込
み
出
発
。

一
時
間
後
、
県
立
あ
い
か
わ

公
園
に
到
着
し
早
速
ハ
イ
キ
ン

グ
。
ヤ
マ
ヒ
ル
や
ス
ズ
メ
バ
チ

対
策
な
ど
装
備
を
確
認
し
て

杉
や
桧
・
樅
の
木
の
生
い
茂
る

登
山
道
を
進
む
こ
と
約
一
時
間

心
地
良
い
汗
を
か
い
て
森
林
浴

を
楽
し
ん
だ
。
そ
の
後
、
宮
ケ

瀬
ダ
ム
の
上
を
歩
い
て
、
湖
や

ダ
ム
の
様
子
を
上
か
ら
も
下
か

ら
も
見
学
。
昼
食
は
公
園
内
を

一
望
す
る
芝
生
広
場
で
、
秋
風

を
感
じ
な
が
ら
気
持
ち
よ
く
手

作
り
弁
当
を
頬
張
り
、
お
腹
を

満
た
し
た
後
は
、
持
参
し
た
段

ボ
ー
ル
で
ソ
リ
滑
り
を
夢
中
に

な
っ
て
楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
公

園
内
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
に
も
挑

戦
し
、
小
さ
な
体
を
思
い
っ
き

り
使
っ
た
一
日
と
な
っ
た
。

今
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
、

足
腰
を
鍛
え
、
ダ
ム
に
つ
い
て

も
学
び
知
力
・
体
力
を
十
二
分

に
使
い
、
三
つ
の
約
束
を
守
っ

て
全
員
無
事
帰
館
し
た
。
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十
月
二
十
五
日
、
全
部
門
の

ス
カ
ウ
ト
親
子
で
小
田
原
へ
遠

足
に
出
掛
け
ま
し
た
。

午
前
の
活
動
で
は
、
か
ま
ぼ

こ
・
ち
く
わ
作
り
を
鈴
廣
の
工

場
に
て
体
験
し
、
初
め
て
使
う

か
ま
ぼ
こ
包
丁
に
苦
戦
し
な
が

ら
も
思
い
思
い
の
形
に
仕
上
げ

ま
し
た
。

ま
た
、
焼
立
て
の
ち
く
わ
も

頬
張
り
、
そ
の
美
味
し
さ
に
ス

カ
ウ
ト
達
も
満
足
顔
で
し
た
。

午
後
は
、
小
田
原
こ
ど
も
の

森
公
園
で
部
門
ご
と
に
元
気
い
っ

ぱ
い
体
を
動
か
し
、
秋
を
満
喫

し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
三
日(

木)

午
後
二
時
〜
三
時

�


�

寒
川
神
社
参
集
殿
※
入
場
無
料

(

申
込
不
要)
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�

�
�

医
局
長

木

勢

佳

史

�
�

�

電
話
〇
四
六
七(

七
五)

六
六
八
〇

寒
川
病
院

�������
������������� ������	

	

������������������������

���� ��� 	 
 � �  �

� �
午前

１診 栗田啓司 武村文夫 栗田啓司 清水雄介 栗田啓司 鳴海裕之

２診 岸仲正則 円谷斉子 武村文夫 1,3,5週
栗田啓司 2,4週

３診
午後 鳴海裕之 鳴海裕之 武村文夫 清水雄介 円谷斉子

� � � �
午前
午後 栗田啓司

�����
午前 ＊谷垣俊守(月2回)(予約)

午後
����� 午後 内山光昭

�����
午前 武村文夫 丸山真弓 丸山真弓 武村文夫 丸山真弓
午後 宮武 範

�����
午前 干場泰成 神田茂孝
午後

� �
午前

１診 木勢佳史 原 正 徳田裕(乳腺) 原 正 宮北寛士 原 正 1,3,5週
木勢佳史 2,4週

２診 石田秀樹 岡村卓穂(乳腺) 劉孟娟(乳腺)

午後
１診 原 正 鍋島一仁 15時30分まで担当医 休診 木勢佳史
２診 岡村卓穂(乳腺)

����� 午後 富永二郎
 ! � 午後 太田多美 倉繁祐太 川井麻友 渡辺絢子
" � � � 午前 金 伯士

# $ � �
午前

１診 城倉雅次 ★城倉雅次 城倉雅次 金 俊男 城倉雅次 江口英人 1,4,5週
2週休診

２診 岡崎 敦 1,3,5週
竹 元暁 2,4週

城倉雅次 1,3,5週
2週休診

午後 城倉雅次 休 診 坂口 彰 金 俊男 岡崎 敦 1,3週
竹元 暁 2,4,5週

% �
午前 木勢由利子 木勢由利子 小林綾子 保科真理 木勢由利子

及川哲平 1週
木勢由利子 2,4週
嶋村慎太郎 3週
休診 5週

午後 木勢由利子 小林綾子 及川哲平 鈴木崇弘 鈴木崇弘

&'()�
午前 大上麻由里 大上麻由里 大上麻由里 大上麻由里 小田桐恭子 大上麻由里
午後 大上麻由里 厚見 拓 大上麻由里 大上麻由里 関根基樹

� * +
午前 原 正 鳴海裕之 荒瀬吉孝 木勢佳史 木勢佳史 3週

原 正 4週
午後 木勢佳史 原 正 鳴海裕之(2,3週)

������� ★初診受付 11：00迄 ＊月２回お電話で診療日をご確認下さい｡

�
�

色
取
り
取
り
の
着
物
を
纏
い
、
参
拝
す
る
七
五
三
詣
の
子
供
達
、
屈
託

な
い
笑
顔
は
、
見
て
い
る
人
を
幸
せ
な
気
持
ち
に
し
て
く
れ
る
。

神
様
は｢

心
直
く
行
い
正
し
く
し
て
、
麗
し
き
国
民
と
成
ら
し
め
給
え｣

と
祝
意
を
込
め
、
子
供
達
の
行
先
を
見
護
る
の
で
あ
る
。

����
����

����
����

����

月
次
祭
に
ご
参
列
さ
れ
た
方
な

ど
に
お
頒
け
す
る
木
札
で
す

�
霜

月

�
�
�
�

�

�
�
	




台
野
ほ
な
み

参
集
殿
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日

�

�
�

�




看
護
師

宇
戸
由
美
子

〃

増
田

和
貴

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日

�

�
�
�




介
護
福
祉
士

内
山

直
美

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日

�
�

�

�
�
�
�




介
護
職
員

佃

章
市
呂

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日
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菊
の
特
設
撮
影
台
に
て
記
念
写

真
を
撮
る
七
五
三
詣
の
親
子

あ
り
そ
れ
ぞ
れ
趣
を
異
に
す
る
。

文
章
で
表
現
す
る
の
は
難
し
い
が

聞
い
た
だ
け
で
何
と
な
く
理
解
で

き
て
し
ま
う
の
が
不
思
議
で
あ
る

秋
晴
を
表
す
言
葉
に
は
、
秋
日
和

秋
澄
む
・
秋
麗

あ
き
う
ら
ら

・
菊
日
和
等
様
々

岩
木
嶺
を
背
そ
が
ら
に
育
つ
り
ん
ご
か
な

根
岸

君
子

籾
殻
の
中
を
弄

ま
さ
ぐ
る
林
檎
か
な

菅
沼

保
幸

り
ん
ご
む
く
長
さ
を
一
人
た
の
し
め
り

皆
川
志
ん
ご

拝
殿
の
隅
に
地
酒
や
村
祭

松
本
美
智
子

途
中
ま
で
迎
へ
に
出
る
や
十
三
夜

岩
田
美
代
子

冬
瓜

と
う
が
ん

を
一
つ
貰
っ
て
持
て
余
す

倉
谷

節
子

菊
日
和
少
女
が
貰
う
平
和
賞

菅
沼
う
め
の

鍬
止
め
て
深
き
一
服
天
高
し

飛
石

槿
花

白
萩
の
風
の
声
聴
く
兵
の
墓

金
指

月
光

潮
騒
の
き
こ
え
る
窓
辺
十
三
夜

伊
藤

公
一

鳴
り
な
が
ら
秋
の
風
鈴
し
ま
は
る
る

芹
澤

徳
光

蛇
穴
に
入
る
を
見
て
居
て
吠
え
る
犬

松
村

信
篤

リ
ン
ゴ
届
く
里
の
匂
ひ
の
新
聞
紙

金
子

つ
ぢ

草
虱

し
ら
み
付
け
た
る
ま
ま
で
厨
事

浦
野

房
子

そ
そ
く
さ
と
暮
色
を
急
ぐ
刈
田
み
ち

山
本

朝
子

筆
太
に
一
念
書
き
ぬ
曼
珠
沙
華

露
木
て
る
子

菜
畑
の
荒
し
尽
く
さ
れ
野
分
後

宮
入

つ
る

逝
く
秋
や
心
は
何
時
も
一
人
旅

天
沼

子
平

闇
深
し
金
木
犀
の
濃
く
匂
う

竹
村
真
砂
美

秋
日
和
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
は
愛
犬
を

三
輪

恭
子

こ
の
世
と
は
木
蔭
に
そ
っ
と
秋
の
蝶

原
野

楽
天

草
生
い
の
川
土
手
に
添
う
相
模
線
四
輌
電
車
朝
靄
を
来
る

宇
田
川
時
子

太
陽
が
海
に
か
く
れ
る
い
っ
し
ゅ
ん
の
ま
ば
ゆ
い
光
キ
ラ
キ
ラ
続
く

土
屋
ト
ミ
子

百
日
紅
淡
い
ピ
ン
ク
に
む
ら
が
り
て
咲
く
花
房
の
重
々
揺
れ
る

浜
田

寿
子

汗
流
し
農
で
働
く
親
た
り
し
暑
さ
の
夏
に
亡
き
父
偲
ぶ

山
口

幸
子

事
も
な
く
過
ぎ
し
一
日
の
終
い
風
呂
手
足
を
伸
ば
し
安
ら
ぎ
て
お
り

山
根
喜
美
代

地
中
か
ら
今
出
て
脱
皮
の
白
い
蝉
羽
の
輪
郭
青
く
光
れ
る

亀
山

文
子

漱
石
の

｢

こ
こ
ろ｣

を
読
む
に
魅
了
す
る
心
の
奥
の
深
き
描
写
に

安
藤

慧

何
げ
な
く
ツ
ー
ン
と
茎
伸
す
水
引
草
赤
・
白
揃
い
小
陰
に
咲
け
る

川
島
惠
美
子

ぽ
ん
ぽ
ん
と
ま
わ
し
打
つ
音
い
せ
い
良
く
力
士
は
勝
に
願
い
を
込
め
る

天
利

春
枝

月
下
美
人
の
五
つ
の
花
が
ひ
ら
き
た
り
息
を
ひ
そ
め
て
じ
っ
と
見
て
を
り

平
澤
ま
さ
え

お
と
な
り
の
気
づ
か
い
う
れ
し
も
っ
こ
う
ば
ら
我わ

が

窓
下
に
う
え
て
下
さ
る

稲
垣

武
子

電
線
に
つ
ば
め
の
親
子
エ
ン
ビ
服
チ
ェ
ッ
チ
ェ
ツ
チ
ェ
ッ
と
巣
立
ち
の
朝

�
田

幸
子

真
夏
日
の
太
陽
受
け
て
青
田
の
緑
色
濃
く
育
ち
ゆ
く
稲

三
留
と
く
子

朝
ど
り
の
野
菜
刻
み
て
茗
荷
薫
る
即
席
し
ば
漬
朝
食
の
進
む

宮
治
友
美
枝

酷
暑
続
き
四
季
咲
の
薔
薇
の
懸
命
に
咲
か
せ
る
花
の
淡
き
く
れ
な
い

徳
江

直
子

夕
暮
れ
の
物
干
竿
に
鳩
の
居
り
物
言
い
た
げ
に
吾
を
見
て
お
り

岡
元

芳
子

湖
に
映
れ
る
白
雲
ひ
と
片
の
流
れ
去
る
ま
で
見
と
ど
け
て
立
つ

杉
本

照
世

(

尚)


